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アルムファッダリーヤート試訳 (I)／池田修

アルムファッダリーヤート試訳 (I)

—タアッパタ。シャッラン一一

池田修＊

ll. t.:J¥炉心IgiOMu『addahy盃tI) 

Lyall によるものは l>.JLふ/1 已,Ll.J¥~ y.i'Abu MuJ:iammad al-Qasim 
al-'Anbari (d. h. 304) による解説書を校訂したもので、もっとも信頼されている。

これはぷこュI al-Mufaqqa]から直接学んだとされるし ‘ 足凡叫ジど戸
< Amir b.'lmran'Ab町 Ikrimaおよびぶ_;9':J¥J.ぷ->'-"<lll七eゲ1)Ab酎 Abd'Allah
Mul}ammad b. al-)がrabi(d. h. 230-231, al-Mufa<;l<;lalの継子）の権威によるもので、 126

編の詩が載せられている。 Lya]］校訂本には、このほかに他の写本から4編の詩を加

え130編の詩集としている。登場する詩人は67人で、うちジャーヒリーア詩人は47

名、ぐ~ Mu~a<;lram 詩人20名となっている。前者にはユダヤ教徒 l名（名前不詳）

およびキリスト教徒2名が含まれている。

アルムファッダリーヤートと言う信頼できる詩集のみしか伝えられなかったとし

ても、これだけでジャーヒリーア詩の伝統を詳細に記述できる2）。この詩集から我々

はジャーヒリーア時代のアラブの生活の諸相、部族間の相互関係、闘争などに加え

て、ラフム朝やガッサーン朝の王家の様子などを伺うことが出来る。この詩集には

今日では使用されなくなった古語が多く用いられており、また、地理的記述も多く、

訳出するのは容易でないと感じている。

2. ふ~\凸I all-Mlillfa蒻 aiai-])abb『(d.h. 1l.63/780) 

名のごとく彼は 9 Qabba族の一員で、多分8世紀はじめにふ....,¥?ホラサー
ンで生まれただろう。多くのムスリム学者が非アラブの改宗者でマワーリーであっ

たのに対して、彼は純粋なアラブの名家 as-Sid家の出身であった。彼の父 Mul).ammad

b. Ya'laは H.30-90年、イランの北東部ホラサーンでの征服戦でタミーム族との連合

軍の指揮をとった。この宿営地で詩人は生まれたらしいが、正確な日付は不明であ

る。彼の祖父 Ya'ala はウマイヤ朝の将軍こ~\ al-I:Iajjajアルハッジャージュによ

＊四天王寺大学客員教授

I) C.J. Lyall (ed), The Mufa4efaliydt, Oxford, 1918. A. A. ~iikir and M.'A. Hariin (eds), 
al-Mufa4efaliyytit, Cairo, 1942, 3rd edn. 1964. A. M. al-Bijiiwi (ed) , ~arlJ al-Mufa4efaliyat (with 
commentary of al-Tibrizi), Cairo, 1977. 

2) ~awqi I;>ayf, al-'Adab al-Jo.hill, p. 177. 
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り、 :S)¥al-rayyアッラーイ、ついで迅ぞ-})Isfahanイスファハーンの知事に任命
されている。

al-Mufaqqalは人生の大半を .u~\ al-Kiifaアルクーファですごした。彼は信頼の
置けるクーファの rawiと言われているから、アラブ古詩を多く暗記し語っていたも

のと推察される。彼はシーア派であったらしくご;少ご中」Ial-Nafs al-Zakiyaの兄

弟;丘ごと-4八:r-.Jj¥ぷ土 ご←ら｝）Ibrahimb.'Abd, Allah b. al-I:Iasan b.'Aliが
アッバース朝第2代カリフ乃--」Ial-Man~iir アルマンスールに対して H. 145年に反

乱を起こしたとき、これに加担して捕らえられている。）Ibrahimは処刑されたが、

詩人はた＾：ど-ニ-」Ial-Musayyab b. Zuhayrという I;)abba族の有力者のとりなしに

より許され、カリフは詩人を息子 Mu!Jammad （のちのカリフ,.s~I al-Mahdi)の家

庭教師に任用した。

al-Mufaqqa!Iyatの編纂は、前記 >Ibrahimが選んだものに al-Mufaqqalが幾編かを

加えて、まとめたという説と、カリフ、アルマンスールのすすめによって al-Mufaddal

がまとめたという説が伝えられているが、詳しいことはわかっていない。彼の没年

もH.164, H. 168, H. 170などと諸説がある。 ('-:!..WI.:.r-1>Jbn al-Nadimは没年をあげて

いない。正統第2代カリフ、ウマルの命令によってイラク征服の軍事拠点として建設

されたal-Kiifaとal-Ba:;,raではウマイヤ朝からアッバース朝初期にかけてジャーヒリ

ーア時代の古詩の収集が熱心に進められた。

al-Kiifa は~L咆m ラフム朝の都o~I al-I:Iiraの北約3マイルという近くに位置

し、また al-Ba:;,raは古代の商業都市 al-Ubulla数マイル内陸のチグリス、ユーフラテ

ス両河の合流点より少し南に位置し水陸交通の要衝の地であった。この両都市はビ

ザンツ帝国とペルシャ征服の拠点となり、軍事と商業の拡大に触発されてアラビア

半島の各地からアラプの諸部族が多く移住していた。そこには土着のアラム語を母

語とする人々や、ペルシャ系の人々も多数住むようになり、アラビア語がその純粋

性を失う事態が生じていた。そこでコーランのアラビア語の純粋性を保持するため
／ ； 

にカリフ、アリーがキナーナ族のJJ=ul.,_,.:.'.11y.l >Abii aPAswad al-Du>a!I (al-Du>iJ) 

にアラビア語の文法の基本を考案するよう命じた、という言い伝えが生まれる事態

になっていた。

al-Mufaqqalはクーファ学派の中では抜きん出た指導者であった。 a卜Mu'allaqatの

篇者とされている斗I.!.;..I:Iammadに古詩偽作の疑いがかけられているのに対して、

al-Mufaqqalは信頼のあつい古詩編纂者として高く評価されている。

3. I~ 埠J Ta)abbata ~arran (6世紀詢半）

al-Mufac_lqa!Iyatの最初に彼の詩が登場する。

本名はどふ-ご←ふど-戸JIJ....,__ぷ 01,0+JI J. uはムご名←ご-心
屹ど-’どの北ごごiど}しごパ四bitb. Jabir b. Sufyan b.'Adi b. 
Ka'b b.. l:Iarb b. Taym b. Sa'd b. Fahm b.'Amir b. Qays b.'Aylan b. Mui;iar b. Nizar。彼は

いわゆる↓乱し-saCaIIK （単数，」メこ夕細liik) 詩人の一人に数えられている。 ~u'liik
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と言うのは、生活していく資力のない貧者をさし、泥棒を生業にしている者をさす

が、ジャーヒリーア時代の sucluk詩人は襲撃や追いはぎを専らにする者達のことで、

次の3種に分類されている3)0 

(l)犯罪行為が多く、部族から追放された者。（例： I;Iajizal-'AzdI, Qays b. 

al-1:Iaddadiya,'Abu al-Taml:Jan al-QaynI) 

(2)アラブの男性とエチオピア系の女性との間に生まれた黒人で、父が認知しな

かった者。（例 ：ごユ幻¥,・r. ~ムJI al-Sulayk b. al-Sulaka, Ta'abbata Sharran, し
,..;;....  - ..  t 一
5メさJIal-~anfara) 彼らは肌が黒かったため y],-11 屯_/-I'a~ribat al-<arab（ア

ラブのカラス）と呼ばれている。

(3)前記(1),(2)ではなく、襲撃や追いはぎを専ら行った者。（例： 2シ』ど 5)竺
~\ <Urwa b. al-Ward al-<AbsIのような個人もいれば、よ

0.., 
;.J...lli Hu亜aylや-

Fahmのように部族全体がこれを生業としている例もある）

ジャーヒリーア時代の理想的倫理は ii)./'muriiwa（男気）にあるとされているが、

その内容には、部族や一門への砧i)waf和（忠誠）、貧者や弱者へのi~ karam（気

前よさ）、戦闘など困難な事態における；乏 ~abr （忍耐） 、 自己への』とク ~idq （誠
実）、自己のごらそ <ird（尊厳）を守る、善行を好み、悪行を嫌う、他の権威をこば

む、などとされている。このような倫理的枠組みから外れた者は、他人のものを奪

うほか部族社会では生きていけない。 sa濱likたちはそれゆえ、―}』 Qし炉曲U)ban

al-Carab （アラプのオオカミ）とも言われた。この種の詩人は、部族よりも自己をほ

こる。貧困や飢えに対する忍耐力、危険に出会うと持ち前の走力を利して逃げる、

孤独を癒すためにオオカミなどの野獣やジンと対話する、などの特徴を有する。

Ta>abbata述arranはメッカと紅海との間に広がるし怜； Tihamaを拠点としていた

Fahm族の有名な戦士であった。北側には Hu曲ayl、南側にはは今..:jBajila, ~ 
吐咄am, :)>\| al-）Azd，叫 Muradなどの南アラブ系の部族が住んでいた。彼の
属する Fahm族はふ;,,Ma<add,北アラブ系の部族で南北の諸部族と紛争が絶えなか

った。彼がいつ頃の人であったかを正確に伝える資料はないが、歌の書の彼の項に

登場する人物等から推定して6世紀前半と推定されている。しかし、彼の詩にはイス

ラーム的要素は伺えず、多神教時代の精神のみが反映されている。彼はアラブ人の

父とエチオピア系の母の子とされているが、そうではなく Fahm 族の自由人~\

>Umaymaが母であった、という言い伝えもある。

彼が「腋の下に災いを抱えた男」という奇妙なあだ名で呼ばれたのについても、

抱えていたのは刀だとか、へびだったとか、 J)辿i11（食人鬼）であったとかいくつ
かの言い伝えがあるが、いずれも、信頼できない。おそらく 、犯罪行為の常習者で

あった彼に部族がつけたあだ名かと思える。

3)~awqi Qayf, al-<A!ir al-Jiihill, p.375 
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4. Ta~abbata Sharranの詩

彼の詩は、歌の書の彼の項にいくつか載っているほか、 LL..>J ¥ al-1:lamii.sa詩集に
¢ 

3 編、..::..,~'}\ al-'A~ma'Iyii.t に 1編組み込まれている。彼を特に有名にしているの

は、 al-I:Iamii.sa詩集に載っている26行からなる各?'1lii.miyaの詩、いわゆる、復讐
o t 

の詩であるが、これは古来、/-＼¥-止”khalafal-）Ahmarによる偽作の疑いがかけ

られている。

ここに訳出した彼の詩は、J¥；どわるン 'Amrb. Barrii.qとal-Shanfara（いずれ細luk

特に後者は詩人として有名）という彼の友人二名と組んで、メッカ南方のCAsIrと言

う山岳地帯に住む Bajila族を襲い、いったんは捕らえられたが、気転を利かせ、走

力を用いて、無事に逃げたかを誇らしげに自賛したものである。彼の詩の4行目の解
¢ 

説のところに、ごは二！＼わ；上ゲ¥)Ab町 Amral-~aybii.nI によるこの一件に関する事

件が以下のように紹介されている。

タアッバタ・シャッラン、アッシャンファラー、アムル・ブヌ・バッラ

ークの三名は、バジーラ族を襲撃した。三名はバジーラ族があらかじめ襲

撃の企てを知って伏兵を置いているのに気づいた。彼らは、夜中に伏兵に

近付くと、タアッバタ・シャッランが他の二人に“水辺に待ち伏せしてい

るぞ。人々の心臓の鼓動が聞こえる。’'と告げた。けれども、仲間は“誓

って言うが、俺たちには何も聞こえない。鼓動しているのは貴様の心臓で

あろう。’'と言った。そこでタアッバタ・シャッランは自分の胸に手を当

てて、“アッラーに誓って、俺の心臓は、どきどきなぞしていないぞ。”と

言い返した。仲間は“とにかく水辺に行って水を飲まねばならぬ。’'と言

って、まず、アッシャンファラーが出かけていった。ところが伏兵らは、

彼がアッシャンファラーだと知ると、捨て置いたので、彼は水を飲んで仲

間のところへ引き返してきて、“アッラーに誓って、水場には誰もいなか

った。俺は水溜りの水を飲んできたのだが。”と言った。しかしタアッバ

タ・シャッランは“いやいや、伏兵はいるのだ。ただ彼らが狙っているの

は君ではない。俺なのだ。”と言った。ついで、イブン・バッラークが出

かけていって、水を飲んだが、彼らは手を出さなかった。そうして“水辺

には誰もいなかったぞ。”と言った。タアッバタ・シャッランは“いや、

きっといるのだ。だがやつらが捕まえたいのは君ではなく、この俺なん

だ。”と言った。さらに彼はアッシャンファラーに“俺が腰をかがめて水

を飲もうとするときを狙って、きっとやつらは飛び出してきて俺を捕まえ

て縛り上げるだろう。そうなれば、君はさっさと逃げておいて、あの山の

麓まで引き返して待機してくれ。そうして、俺が、く捕らえ、捕らえ＞と、

叫ぶのが聞こえたら、俺のところに来て、いましめを解いてくれ。’'と頼

んだ。また、イブン・バッラークには、“俺はあんたにやつらに捕まって

くれ、と声を掛けるから、やつらとあまり離れず、しかし、捕まれないよ
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うにしてくれ。’'と言いつけた。

（このような打ち合わせをしたうえで）タアッバタ・シャッランは水場

へと出かけた。彼が水溜りに腰をかがめると、バジーラ族の伏兵が飛び掛

り、捕まえて後ろ手に縛り上げた。そこで、アッシャンファラーは飛ぶよ

うにして逃げ、ひそかに打ち合わせた場所に引き返して待機した。イブ

ン。バッラークのほうは、伏兵から見えるところまで離れた。そこでタア

ッバタ。シャッランは、‘‘バジーラの皆さん、皆さんが少々得をなさる話

なんですが、身代金の件で私を少しばかり楽にさせて下さらぬか。つまり 、

イブン。バッラークをも捕らえられるように計らってもよいのですが、如

何でしょう。”と持ちかけた。かれらは“よし、そうしてくれ。”と言いつ

けた。これを聞くと、タアッバタ。シャッランは、“災いなるかな、イブ

ン。バッラークよ、アッシャンファラーは飛んで逃げ、今頃は某部族の火

に当たって体を温めていることだろう。君は俺たちと君の一家との関係を

よくわきまえているだろう。ここで、俺の身代金を少し楽なものにするた

めに、捕まってくれないか。’'と声をかけた。これを聞くと、イブン。バ

ッラークは、“アッラーに誓って、一走りか二走りしてからのことだ。”と

答え、山の方へすばやく走り、ついで引き返してきた。バジーラの男たち

はイブン。バッラークがだんだん疲れてきたのを見て、もはや捕まえられ

ると思って追いかけ始めた。タアッバタ。シャッランは、“今だ、やつを

捕まえよ’' と叫んだ。すると、バジーラの伏兵らは全力で彼のあとを追っ

た。イプン。バッラークは疲れた振りをして彼らを誘い、遠くへとひきっ

けた。その間にアッシャンファラーが背後からタアッバタ。シャッランの

ところに現れ、いましめを切り離した。これを見て、イプン。バッラーク

はタアッバタ。シャッランのところに駆けていった。タアッバタ。シャッ

ランは立って、“バジーラの衆よ、イブン。バッラークの走力に驚かれた

か。こんどは、アッラーに誓って、彼の走力を忘れさせるように俺の走り

をお目にかけよう。”といってアッシャンファラーと逃げ去った。

4)＼戸諭国

叫』ぶI乏凸戸j 叫り炉シ旦じシ ビー＼

4) この詩は変わったナシープ（愛の序詩）で始まっている。すなわち、彼女の幻が訪れると言うも

のであるが、これは短く、彼の並外れの走力が、バジーラ族から逃れるのに発揮された自慢話

につながっている。ついで選ぶべき友人に言及し、どうやらアッシャンファラーらしい人物に

触れている。 10-14行では理想的なスウルーク像を描いている。 15行はアッシャンファラーのこ

とと思われる。 16-19行は偵察のために高い山に登ったときの、彼の健脚を自慢したものであろ

う。 20-26行では彼があまりにも気前良く、ために財産を失い、略奪を余儀なくされているのを

非難する者への反論である。 basit調， 26行。
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アルムファッダリーヤート試訳 (I)／池田修

g玉全,＂jJ' 
8” gゞ 戸；苔 9 A り／ j 

~ J~ 
ク

。ご ェ芦 立d_Yo 

g如三こ五ら芦jjI月 r..,U ご゚ ~\ 圧王土ーバ

l — おお、思い出の回帰の時よ 、 そなたは何故慕情をかきたて 、

ろしい遠隔地で夜中に幻の姿で訪れるのか。

2—彼女の幻は夜、疲労も毒蛇も気に留めずに素足で訪れる。できうれば徒歩”で夜旅
をしてくるそなたの身代わりになってやりたいものよ。

3ー恋する女性が私の願う愛情を惜し杓ようになり 、擦り切れた弱い絆で私をつなぎ

止めようとするならば、

4ー私はバジーラ族から逃れたときのように彼女からすばやく去る叫即ち、アッラフ

トの軟弱な地を全速力で夜間走り去ったように。

5—その夜 、 彼らは叫び、駿足の男たちを私にけしかけた。

ークが駆けたアルアイカターンの地であった。

6—まるで彼らは前羽が抜けたガチョウ 7) か、シャッスやトッバークが生えている所
にいる母ガゼルをせきたてているようだった。

7ー私よりすばやいものは、一切ない。たてがみ豊かな馬も、

シとて、私には及ばない8)0 

8—かくして、私は（バジーラ族の追っ手から）なにも分捕られないうちに無事逃れ

た。気が狂ったように有り余る走力で去ったのである。

9ー親しい友との絆が切れたときに、なおその友にあこがれて “ああ、

魂よ”などと、私は断じて言わぬ9)。

10—しかしながら、私がもし誰かのために泣くとすれば、それは賞賛に値する行為を、

よく洞察した上で、率先して取り掛かる者に対してである。

l l —彼は輝かしい目的を目指して一族の先頭を駆け、（略奪戦で）仲間らに大声を上

げて、繰り返し指揮する。

12ー向こう腔を露にし、発達した頑強な腕に血管を浮き上がらせ、士砂降りの真っ暗

な夜、突進していく JO)。

13—彼は旗手］］）であり、部族会議に臨む決定的意見者であり 、

不眠をもたらし、恐

それは、 イブン。バッラ

山頂の上を羽ばた＜ワ

不幸なるわが

遠隔地への冒険者で

ot 

5)注釈者(s止△IIal-'Anbariアルアンバーリー）によると、幻は足で歩かない。すなわち、
幽霊のように足がないらしい。ところが、詩人は足がある者として描いている。

6)ジャーヒリーア詩においては、女性の愛情がさめたと知ると 、男は彼女からさっさと去ってい

くのが男らしさと述べている例が他にもみられる。たとえば、 -Jラビードのムアッラカ 20-
”; 

21、および55-56行。

7)前羽が抜けたガチョウは成烏となっていて、最高の走力を持つ。母カモシカは好物の植物を食

べて活発に動く。タアッバタ。シャッランらを追うバジーラ族の男たちの走力も相当なもので

あることをしめすことにより、逃げる彼らの速さを一層際立たせている。

8)本文の laysaを）illaの意味にとると、“たてがみ豊かな馬と嶺の上を羽ばた＜ワシとは別だが”

となる。しかし、タアッバタ。シャッランにまつわる逸話には彼が馬より速く駆けた、という

ものがあるので例外表現として訳さなかった。

9)彼の強固な精神を誇ったもの。

10)「敵が油断しているときを狙って襲撃する」の意味。

11)旗手とは勇敢さを表し、首領であることをものがたっている、テントで穏やかにしているタイ

プの男ではない、と言っているようなもの。

日本の
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ある。

l4—そのような人物こそ私には必要であり、救いを求める。援助を求めるのは乱髪で

カラスのようなしわがれ声12)を出す男だ。

l5—彼の乱髪は登ってくる者達によって踏み固められた砂丘の背のようだ。私は彼を

“羊二群の持ち主13）、子羊と縛り綱の持ち主”と呼んでいる。

l6ー槍の穂先のように高く登える幾多の嶺に、燃えるような夏の太陽にさらされなが

ら。

l7ー私は仲間たちを抜いて、登って行った。彼らは決してのろまではなかった。私は

日が昇ったあと、山頂にたどりついた。

18ー山上にあるものといえば、（日差しを避けるための）テントの残骸のみで、倒れ

た支柱や立ち残ったものが散在していた。

l9ー私はぼろのサンダルに別のサンダルを重ね、皮ひもで束ね、足の指先をかばいな

がら登ったのである。

20ー一体、誰が議論ずき 14)で混乱させる罵り手から私を守ってくれるだろうか。彼

の非難は私の肌を焼き尽くす。

2ヒ彼は“お前は財産をつぶした。お金を惜しみ、高価な着物や見事な武器やその他

の貴重品を手放さなければよかったのに',15)と言う。

22ー私をそしる者よ、そなたの非難はいささか冷酷だ。財産は惜しめば残るものだろ

うか。（時世が財産を持ち去るか、私をあの世におくるだろう。）

23ー私は自分の言葉に責任を持つ。もしもお前たちが私を非難して止まないのであれ

ば、それでよい。（お前たちとはおさらばだ）きっと部族の者達は地の果てまで

人々に私の行方を尋ねるだろう。（だが誰も私の消息をあかさない）

24ーきっと人々は事情通に私のことを尋ねるであろうが、サービト（詩人本人をさす）

に出会った者すら何も知らせないだろう。

25—お前が集めたお金でお前の貧困の割れ目を塞ぐがよい。誰もが出会う死に対面す

るために。
16) 

26-（ともに幸福に過ごした）私の人柄を何時の日か思い出すとき、後悔して歯軋り

して嘆くな。

12)乱髪は若くて元気、復曾する相手を倒すまでは髪に手を入れないなどを示す。カラスのような

声とは、略奪したラクダ等を追い立てるのに役立つ声のことで、同時にカラスの用心深さにか

けたものか。
13)“羊二群の持ち主、仔羊と縛り綱の持ち主”とはおそらく、略奪行をともにするアッシャンフ
アラーのあだ名と思われる。アッシャンファラーはムファッダリヤートの20番目にあげられて

いるが、その詩の19行でタアッバタ・シャッランのことを Jとそ1'umm'iyal（主婦）というあだ
名でよんでいる。

14)本文吐咆咀la（見捨てるもの）、では意味の通りが良くないので、別の伝承により、 J心←
jaddala（議論ずき）で訳した。
15)お前は金に困りやむなく金欲しさに、略奪してまわらねばならぬ、といったもの。

16)この二行の脚韻には同じ laqiと言う単語が使われているが、これはアラブ古詩では避けられる
のが一般的である。また、前の行からの意味の展開から見ても、 26行と25行が誤って入れ替わ

ったものと、考えられる。
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